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各市置r村 (学校組合)教 ,■ 様

このことについて 公立学校職員の勤務時間 休日及Sヽ暇に回する条例及び公立

学校職員の効務時間 休日及び休喉に関する規則の全部計卜により 午次有給休暇の

議越し制度のCjI及び介使体嗅の新設ヽが,われ 平成 3年 12月 21Bか らヽ 行さ

れました。

これらの内容については 下記のとおりですので、運用に当たっては適正な執行を

お願いします。

また 今回の計Tでは 動霧時l・l 林日及び休畷について全面的に規定の整備を行

tヽ 次のとおり用
=等

の改正を行いました。

(1)勤 務を要 しない口Jが「過体 B」 となったこと.

(2)「年次休嗅Jが「
`1次

有給休暇」となったこと。

(3) 「年末年始の特〃1休暇」が「体 8Jに合まれること.

なお、上記条例及び机

'1の

運用について 別添のとおり高匈県人,委員会から通知

がありましたので ケせて迎知します.

高 夕U県 教 育

年次■給体蝦 介護体暇等について (麺吹 )

2

2 年次有給休瑕

(1)年次有綺休崚の何与

① 国家公研員ヽから,き 続き職員となった者に,与 される午次有給休蚊の日数

1 条例 規則の改正

O 公立学校職員の動務●‖ 休日及び休暇に関する条例 ――――,1添 資ll l

O 公立学校職員の勁務|サ Fl 休日及び休啜に関する規則 ………… ,1添資料 2

0 公立学校に勤務するⅢ員の動 を,しない日及び動a摯 11のコ振りに関する,
則の一部を改正する規11-一――――――――――――――――― ,幡資料 3

0 公立学校職員の動″|ル ‖ 休日及び休噸の運用について ――― ,,添責・I14



は、国家公務員等 としての年次有給休暇にll当 する休暇の残 日数等を考慮 し

職員と同様に取 り扱われること

② l月 1日 から6月 30日 のl.lに 臨時的に用職員として採用された者が 当該

年に引き続き正規の職員として採用された場合に付与される年次有給休暇の日

数は 臨時的■月甕員として採用された日に正規の轍員として,用 されたもの

とした場合にはヽされる■次有給休戦の日戦から、臨時的任用職員として使用

した●次有塔休lPxの B数を減した日数とすること.

く2)年痛 給体暇の線越し

① 前年の勁務実績にかかわらず 20Bを限度として残日数を翌年に親り越す

ことができること.

② 平成6年から平成7■への操越しから適用されること.

0 休暇承認態については、次の様式を参考にして整備するとともに、出勤縦の

余白にも 棗員ごとに表示しておくことが望ましい
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(1〉 通知の廃上

「年次休暇の繰越 しについて」 く昭和 37年 1月 290付 け、 37学第 44号
県教育長迪知)は廃上する。

3 介護休瑕

(1)介護休啜の越旨

轍員が配偶者 父母 子、配佃者の父母等で 負傷 疾病又は老齢により日常

生活を営むのに支障がある者の介護をするため 勤務 しないことがIL当 であると

認められた場合における休暇であり 上記に規定する者の各々が介頭を必要とす

る一の継続する状態ごとに 連続する3月 の狐田内において2●と2あ られる期

間について承認することができるものであること.

〈2)要介護者の聰囲

① Π居 別屋を間わない者

配綱者 父母:子 配偶者の父け

② 同居に限ろ者

tl父 母 兄弟姉妹 父,の 圧綱イ 配偶者の父,の配硼者 子の配口者、配

劇者のテ ス くスについては、その父母のいずれも死亡している者に限る。)

0 同居とは 職員と要介護者が実際に生活を共にしていることが要件であり

単に扶養関係があるのみでは同層にはあたらない.したがって、要介護者宅で

日中のみや夕mのみ迫まって介護を行う場合は 同
=と

はいえない。また 退
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浣後に鸞員の住居に]き取ることが明らかな」
.● 合は 入院中の rl護 も同居と認

められること

(3)要介護者の獣憑

Φ 角

" 
疾病又は七綺により日常生活を営むのに支障がある場合てあること.

② 老齢とは 具体llな年齢を想定するものではなく 老齢により歩行等の移動

排lLI 衣類の着脱 人浴 鰤 等に関し 介護を必要 とする状腹をいうこと.

(4)介重体瑕の期 』

0 ,介護者ごとに 介護を必要とする一の経続する状態が 連続する3月 の期

間内とすること.

② 介設を必要 とする一の経続する状態とは 病気の内容等にかかわらず 要介

護者の介護を必要とする状態に着日したものであり 介護が必要な状態が一日

終息した後に病気が再発した場合は 同一の要介護者についても 再度介護休

暇が認められるものであること。

O Oの期m内 において 1日又は 1時画を基位として 処続又は断樹的に公務

に支障のない範硼内で認められるが 1時間を単位とする介護休暇は、 loを
通し始業時刻から辿続し、又は終業の時刻まで連続した4峙 l.lの 範囲内とする

こと.

く5)介離休瑕を取りする場合における給与の取扱い

o 給料及び給●の1嘘飯については 勤務しない 1時 l.lに つき、1時 l・l当たり

の給料を減額すること.

② 昇給については 延11革由に該当し 昇給期l.lの 6,の 1に lB当する期l.lの

B数を勁務しなかった職貝は、勤務成績の証明が,られないものとして取り扱

うこと。

◎ 運輸手当,定の,1■ については 除算しないこと.

0 川ネ手当については 減額しない手当額を文給すること。なお、基準日に介

護休瑕を政得していても同様であること

◎ 動勉子当については 減縦しない手当笥を支給すること.な お 基準日に介

証ll瑕を取得していても同様であること

ただし 介護体11の承認を受けて勤務しなかった力 .lか ら迎休日並びに,日

法による休日及び年本年始の体日を,いた日が30日 を越える場合には その

勤務しなかった全

"‖
を期 r・l辛の期mか ら除算すること

0 その他の子当の取扱いについては 基本lrlに 影響されないこと.

ただし ITL動 千当及び月板の特殊動務手当については 月の全8数勤務又は

動あがない場合は文綸されないこと。

(3)介護体

…

,その1 ・ヽ."は

職員が 1日 を1'位 として迎続して 1月以上介菫休瑕を取4,す る場合は 病気

体戦の例により代崎職口を■はする.



くつ 承認等の手続き

o 職員が介護体啜を4よ うとするときは 承鬱を受けようとする期間の始まる

日のllj Bか ら起算して 1週 l・l前の日までに 体畷承認頸 く従来の様式による)、

介護休暇添付書類 (別紙様式)及び医師の診uF書 (負傷 疾病の場合に瞑る。)

を市町村 (学校組合)教育晏員会に提出し 承認を求めなければならない.

この場合、要介護者の一の継続する状態について、初めて介護休暇の承認を

受けようとするときは 2過 m以上の期l.l(介護休暇を,よ うとする日又は時

情の種み上げではなく 要介護者の一の継続する状態としての期凹)に ついて

一括して承認を求めなければならないこと

② 介護体暇の間は、給与が減額されることから 学校長は介寝体瑕用添■彗類

で確認のうえ 月例報鵠 により減額の処理を行うこと.

0 市町村 〈学校組合)教育委員会は 介誕体瑕を承認した日の属する月の末ま

でに 介護休瑕用添付書類の写しを 所管教育事務所経由で義務教育課長に提

出すること.

く8)出動饉の取扱い

出勤簿は次のように表示すること.

① l日 を単lIと して連続して与えた場合

② 時間を単位として与えた場合



(様式)

介 姜 休 暇 用 添 付 書 類

学 校 名

職 氏名

要介護者

に関する

●  項

氏   名

要介誕者の

状態及び具

体的な介護

の内容

続  柄

同 =1居 □同 居  □,1居

介護が必要となった時川

年  月  日

連続する3月 の期間

年  月  日から  年  月  B
講 求 の 期 間 出勤簿

並III済

11:鵠

処理済

備考

年  月 日 咋  F・l 時 間 数 訂求年月日

ヾ



く介護休啜月添付書類記載例)

グヽ 書曼体 Ⅱ賦 用 たヽ イナ 書 類

学 校 名 OO市 町ヽ立OO小中学校

職 氏名 教罰 土 佐 太 郎 ①

,介護者

に関する

事  項

氏   名 土 七 花 子

要介護者の

状態及び具

体的な介護

の内容

老麟のため日常生活

を営むのに支障があ

り、入浴、館 等の

介睡を行う.

続  摘 母

同 別后 曲 層  □,1居

介譲が嬉 となった時期

平成7年 1月 15日

連続する3月 の期間

平成7年 2月 1日 から平成7年 4月 30B

請 求 の 期 閻 出動饉

整理済

1輌

"処理済

備考

年 月 B 時  l・l 時 間 数 籠求4月 ロ

7 2  1
～2 8

8:30～
17115

48
(6日 ) 7 1 25

7 2 9
-2 28

14 15～
11517

42
2′81)(5


